資料1－1　「がん地域連携推進ワーキンググループ設立」の企画書（案）

背景

　QOLの高い患者中心のがん医療を構築するために、病院完結型から地域完結型のがん医療への変換が求められている。がん対策推進基本計画では、このためにがんの地域連携パス導入を重点目標の1つとした。これにより、がん拠点病院は平成24年4月１日までに５大がん全てに、地域連携パスを運用していることが義務づけられた。愛知県がん診療連携協議会では、愛知県統一がん地域連携パスを全拠点病院へ導入することを決め、プロジェクトが進行中である。

目的

当院で5大がんの愛知県統一地域連携クリティカルパスを導入するためには、①がんの地域連携ネットワークを構築し維持することと、②パスの運用にあたって患者のリクルートや関係者間のコーディネートを実施することが必要不可欠である。

このような業務を日常的かつ継続的に行う組織として、「がん地域医療推進ワーキンググループ」の創設を提案する。また、このグループは、地域連携パス部会が計画する情報交換会や研修会、支援ツールの共同開発等にも、当院の代表として参加することになる。

構成員

１，当面専従職は置かず兼任とするが、業務の増大に合わせて専任、専従の配置を考える。

２，構成員に求められる役割と担当者の候補

１）がん診療機能全体の責任者；がん診療担当副院長等

２）地域の医療資源に関する情報に詳しく、働きかけもできる人；地域連携室課長等

３）地域の医療者と日常的に共同作業を行っており、人材資源に対する情報に詳しい人；

地域の医療に携わる看護師、ケースワーカー等

４）がんの外来診療や患者心理に詳しい人；外来看護師等

５）プロジェクトマネージャー（記録、院内での連絡、段取り、調達、予算、会計等を担当）；

庶務課員、がん登録担当診療情報管理士等

６）パス用紙、支援ツール等作成の補助役（他拠点病院との情報交換、レイアウトの仕上げ等）；

　　　　　　　看護師、薬剤師等

７）５つのがんの領域別地域連携担当者；愛知県統一地域連携パス分野別ＷＧの病院代表医師

担当業務
１，地域連携ネットワークの構築に関わる業務

１）統一アンケートの実施

　①　必要書類の準備

②　対象施設の選択と、発送

③　結果の集計と解析、参加者へのフィードバック、部会への報告

　２）ネットワーク会議の開催

①　会のセッティング、案内、出欠の確認

②　会議の議題および資料の準備

③　当日の運営

　３）分野別の説明会や研修会・検討会の開催

　４）情報共有のためのメーリングリストの作製と管理

２，患者のリクルートとコーディネート業務

1） 必要な書類、用品の確保

2） 広報活動と患者への説明およびリクルート

3） 個別患者のための書類作成

4） 連携先施設の選択

5） 患者、連携医、病院主治医間の連絡調整等のコーディネート業務

6） 患者との継続的な関係維持

7） 診療予約・検査予約や、医師間の相談の設定

8） 緊急時の受診や入院の手配

９）質問の仲介

３，パス関連データの収集、整理、分析

　１）登録およびバリアンス情報等の標準様式による登録

　２）施設内での整理、分析、活用

　３）部会への定期的な報告

４，パスの改訂や新たなパス導入への対応

1） 連携パス部会のがん種別ＷＧの活動に参加

2） パス部会への情報提供

3） 部会からの情報の院内やネットワークへの還元

５，今後の方向

1） 緩和ケア領域への発展；緩和ケア研修会など

2） 在宅診療、在宅看取りへの対応；在宅支援病棟など

組織図上の位置づけ

１，組織図では、医務局の特殊診療チームの1部門として位置づける

２，医務局長が管理・監督を行う

